
資料３-１ 

 検討の視点骨子（案）  

Ⅰ 構想のねらい  

 

（１） 背景と課題 

 

【少子化・高齢化と人口減少】 

 

【地方圏から東京圏への人口流出】  

 

【新たなライフスタイルを求める動き】 

 

【グローバル化の中での地域経済の低迷】 

 

【市町村合併の進展と地方分権の流れ】 

 

【コミュニティの重要性と住民意識】 

 

（２） 期待される効果 

 

【東京圏への人口流出防止、地方圏への人の流れの創出】 

 

【分権型社会にふさわしい社会空間の形成】 

 

【ライフステージに応じた多様な選択肢の提供】 

 

 

Ⅱ 定住自立圏の意義  

 

（１） 中心市と周辺地域による圏域の形成 

 

【選択と集中】 

 

【完結型サービスの限界】 

 

【集約とネットワーク】 

 

【民間活力の活用】 
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（２） 中心市と周辺地域の役割 

 

【中心市の役割】 

 

【周辺地域の役割】 

 

（３） 圏域に期待される機能 

 

【民間機能の重要性】 

 

【Needs と Wants】 

 

【期待される機能の例】 

 

 

Ⅲ 定住自立圏の形成イメージ   

 

（１） 圏域の考え方 

 

【生活空間の多様性・重層性】 

 

【中心市と周辺市町村】 

 

（２） 中心市の考え方 

 

【基本的考え方】 

 

【人口規模等】 

 

【周辺地域への都市機能のスピルオーバー】 

 

（３） 圏域形成の考え方 

 

【基本的考え方】 

 

【中心市と周辺市町村の協定】 

 

【協定と市町村合併】 

 

【中心市の規模能力が高い圏域】 

 

【大都市圏】 
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Ⅳ 定住自立圏における施策とその進め方  

 

（１） 基本的考え方 

 

【三つの観点】 

 

【圏域形成に伴う新しい枠組みの構築】 

 

（２） 協定に基づく機能の強化 

 

【基本的考え方】 

 

【中心市の機能整備】 

 

【周辺市町村の機能整備】 

 

【圏域全体での取り組み】 

 

【中心市と周辺市町村の機能分担】 

 

（３） 圏域内外の結びつきの強化 

 

【基本的考え方】 

 

【ＩＣＴインフラの整備】 

 

【交通インフラの整備】 

 

【ソフト対策】 

 

（４） 圏域全体のマネジメント機能の強化 

 

【基本的考え方】 

 

【圏域形成に伴う中心市への特例的権限移譲】 

 

【中心市の財源の強化】 

 

【中心市への人材支援】 
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（５） 進め方 

 

 【基本理念の明確・共有化】 

 

 【国土形成計画との連携】 

 

 【地域の自主的な取り組み】 

 

 【都道府県の役割】 

 

 

 


